




要約:胎児・新生児の発育に関して、母子保健事業に必要不可欠の緊急の課題を検討する

ため、4 グループに分かれて研究を行った。(1)日本人の在胎別出生時体格基準値作成グ

ループでは、予備調査とそれを基にコンピューターのプログラムを完成させた。(2)栄養

法別乳児発育基準値作成グループでは、完全母乳栄養児の男女別発育基準値が得られた。

(3)極低出生体重児の学齢期・思春期発育基準値作成グループでは、予備調査で 2 次性徴

発現の遅れの可能性が示された。(4)成熱度判定基準作成グループでは、New  Ballard 法

の予備検定を行い、妊娠 28 週未満で成熱度かすすんでいると判定される可能性のあるこ

とを示した。


